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i天界新知識
　　　　　　　　　　　　　銀河の　大　き　さ

　銀河は一　Jc3i宙構造の骨組みで・其の全直径は200000光年乃至300000光年であると

いふ見つもりを米國のハ1プ1ド大回天耳蝉長ILShapley氏が出帆したのは】5年ば

かり以前であったが，近年，この宇宙空間に極めて稀薄な物質が散飛してみることが

知れ，其のため，銀河の大きさも著しく小さ）Sことが到って來た・或る人は銀河の直

径が120（）oO光年ぐらみだとし，叉，　J・s・Plaskett氏等は之れが僅々60000光年ぐらみ

と考へ，点れに引きかへ，アンドロメダの大星霧は，よほど大きくて，殆んど銀河と

同じ大きさであると，J・Stebbins氏は螢表した・

　銀河は今220，000，000年（2億2千萬年）の週期で白雨運動をしてみる・若し仰れが宇宙

の中心にある無慮太陽と）・ふべき大天田の引力によるものとすれば，此の大天龍は我

が太陽の170，000，000，000倍（1700億倍）の重さのものとなるが，論れが見えないのは，

面戸ガス雲に妨げられてみるのだろう？　しかし，此うした大天憾の存在はアインシ

タイン氏の相論原理によリ不可能とも言はれてるる・〔1933年末AAA・S・大島報告

より　（N・V・T・Dec・31）〕

　　　　　　　　　　　　宇宙線はL新星「から？

　最近，来國パサデナかbの＝ウスによれば，Clifornia　Institute｛，f　Fl’echnol（，gyに

るるEW．　ZwickyとBatt（le爾氏は，宇宙線（C。sm…c　R・・y）と呼ぱオして評剣の高い光

線は新星New　Star（叉はNova）或は超新星（SUP¢r．N｝va）から飛び出て來るものだろう

との読を唱へてるる由・しかし・同じ研究所のR・M・Langer氏は陽電氣を帯びた水
素原子帥ち1’r・tonが天空からやって來るものと考へてるる・〔N・Y・T・（Jan・　2i・i934）〕

　　　　　　　　　　　　回韓計の　新制　用

　米國Bcll・1’eleph｛｝nc　Lab・1’at・1’yのH・M・Steller・E・R・］lorton・CH・Fetterの

三囲はstrol）soscOpeと呼ばれる回鱒計の謄i用Fこより，極めて簡畢明確に時計比較をな

し得る工案を螢明した・即ち，之れは，1秒毎に納品のflashを出し，逼れで時計の

balancc　wheelを照すのであって，　tlashの時間とbalonce　wheelの週期とが一致すれ

ぱ，whcelは静止してみるやうに見える理のものである・論れにより，從來は幾日間

も必要であった時計の検定が備か数分時間で行はれることになったわけである・此の

器械の大きさは普通のtypewriterぐらみのもので，時計は4種の位置で検査が出細る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（N．　Y．　’1’ime，s，　igr，r，　1）cc．）
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蓮　星　の　軌　遣計篁
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：不確　eeKowalsl〈y－Seeliger法にて計算，他は皆Thiele法による．

　　　〔N・Voronov氏Tashl〈ent　Circ・24（lg34）〕

　　　　　　　　　　　米国アtンシタイン畢院の新陣容

　濁逸のナチスに追はれたアインシタイン博士は米國に招か才し．，プリンストン大學で

同氏を中心とする新しい研究所が作られた・其の顔ぶれは，

正教授A・Einstein

　　　　認d蕊1。lexand。，｝（1’rinceto・欄學教授）

　　　　　John　ven　Neumann（元米Princeton兼Berlin大學教授）

　　　　　Helmann　Weyl（元ドイツG6ttingen大回の数回教授）

員外敏授　Walther　Mayer（Wien大學二二）

助　手Charles　ChaPman　Torrance（元Stanford大學講師）

　　　　John　Livezey　Vanderslice（元Princeton大學講師）

　　　　Leo　ZipPin（元Alexander教授の助手）

書生は今のところ20人であるが，何れも皆堂々たる経歴の人々ばかりである・

　　　　　　　　　　　土星研究者G．Struve氏逝く

　濁國ベルリン大學Babelsberg天文実員Georg　Struve氏は昨1933年六月病氣とな

り入院加療中の所，惜しくも逝去した・氏は1886年十二月29日天文家の貴）・系統を受

けたHerlnann　Struve氏の濁り子として生れ，1（6nigsberg及びBerlinに生活し，

1905－1910年にはHeidelbergに學び，1910年小遊星1）allasの軌道の論丈を認められ
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一てBerlinで三位を得，其の後，　Bonn，　Hamburg－13ergedorl，　Willlelmsllaven等の天文
肇員に歴任し，土星の衛星や自轄に旧する重要な論文を聾表した・1919年にBerlin－

Babelsberg天丈塁員となり，專ら65cmの大赤道儀によって土星の衛星や，小遊星，

彗星，二重星等の丁丁に從事した・叉，観測の目的を以って，1926年南阿ユニオン天

丈豪へ行き，叉，1928年には渡米してYerkes・Lick爾天丈豪を訪ね，1931年にも再

びIjck天文塁を訪れたことがある・行年僅か47歳にして逝）・たのは誠1（惜し）・こと

である・氏は濁逸生民窯の支部長として，政治方面ecも大に活躍した・〔A・N・6003よ

　り〕

　　　　　　　　　ヤ1キ1ス及マクドナルド天呼唱の研究プロ

　シカゴ大學のYerkes天丈皇と，テキサス大學のMcD。nald天丈基とがStruve氏

を協同の主裁者として近く活躍するに至ることは世界の諸學者の待望してみる所であ

るが，其の研究プログラムとして一望された所は下の如くである・

　A　天平位置測定　（Astrometric　Works）

　L　二重星の眼覗観測　（Van　Blesbroeck氏搬當）

　之れはYerkesの100c皿大赤道儀を使用するのであって，故Burnham氏以來の綴

績事業である・

　2・恒星覗差の測定　（Moffitt氏憺當）

　前記大赤道儀で窟唱法により途行ずるのであって，1910年目chlesinger町田來の纒

績事業である・

3・微光彗星及び小遊星の外野　（▽an　Biesbroeck氏据當）

　60cm反射鏡による窟眞観測で，1922年以來の縫繧である・

　4・近距離星の固有群動観測　（“｛eMtt氏旛當）

　之れも大赤道儀による平造1親測である・

　5・眼覗二重星の質量比の決定（Van　Bie・br・ec】・及Huffer爾氏憺當）

　P天髄物理槻測（Ast・・physical　XへT・rks）

　1．　恒星スペクトル研究

a．

b．

c．

d．

e
ρ
LStruve，　Morgan，　Van　Arnam四氏搬當）

　　g．r．

　　h．

スペクトル分類の一般研究　（Strn▽et　Morgan，　Hynek三氏澹當）

B星型のス（：クトル研究　（Struve及Elvey爾氏据當）

A型星のスペクトル研究　（MOTgan氏据當）

分光連星研究（Struve及Morgan爾氏搬當）

恒星の二丁研究　（St；uve，　Elvey，　Westgate三川憺當）

Perkins天文壼と協同して，赤色部及赤外部の恒星スペクトル研究（Roach，

　　　　　　　　　　　　　　パ1キンス天丈ii蓬の175糎大反射鏡使用・

セブアイ型憂星のスペクトル研究（Krieger及Swings爾氏権當）

スペクトルの攣化する星の研究　Struve及Morgan爾氏搬當）
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　2・太陽研究

　　a・分光太陽鏡により太陽噴掛輝雲の研究　（Keenan及Rudnick爾氏町田）

　　b・Rumford分光太陽窺眞儀により紅焔の観測　（Rudnick氏禁園）

　　c・米粒組織の攣動研究のためYerkes大赤道儀で直接解毒撮影（Keemn氏櫓當）

　3・星霧研究

　　a・北赤緯50。乃至90。の登光星霧研究につきHllbble氏と協同襯測（Keenan
．氏旛當）

　　b・細隙分光儀及び光電光度計を用ゐ，星霧のエナ1ジ分布と色の研究　（Strusre，

Elvey・Keenan三氏澹當）

　4・窟眞光度測定

　　a・熟三二微光度計を用ゐ，微光星の窺眞光度及眼寓光度測定　（Ross氏携當）

　　b・小遊星の寓眞光度及び眼寓光度測定　（Recht氏搬當）

　5・光電光度測定

　　a・散開星霧の表面光輝と色の研究　（E／vey及Rudnick氏措當）

　　b・或る子星及分光連星等の光輝と色との研究　（Elvey氏権當）

　6・三角窺眞により銀河の撮影（R・ss氏憺當）

　C・軌道研究

　ニウジミン彗星（19ユ3皿）の全観測の研究（Van　Biesb〔nreck．一心當）

　D　光學器械研究

　Ro・s，　Aaoffitt爾氏の憺當で大型反射鏡の修正レンズの設計及研究

　E　マクドナルド天文墓の事業

　　a・高分三揃により輝星スペクトル研究

　　b・強力分光儀により精密親線速度の決定

　　c・徽光星の二線速度測定計識

　　d・散開星霧や渦状星霧のスペクトル撮影

　　e・其の他，彗星の位置，光輝，スペクトルの槻測，光電凹目の損張，微星の窟

眞光度及四二光度の測定，諸種の天膿の固有蓮動の観測等々・〔P・A・410〕

　　　　　　　　　　　　　メ■■隔卜」レ；……實施5年間延期

　本年7月1日施行されるメ1トル法は，豫算の都合上，右期日に實施することが困難

になったので，政府はag一一次施行猶豫期間を向ふ5ケ年間延期することになり，これに

俘ふ延期勅令案を12月22日の閣議で決定，直に上奏御裁可を経て公布の学びとなった．

　なぼ，尺貫法およびヤ1ド，ポンド法の器物の検定は，本法施行後10年，即ち，昭

和9年6月末日で打切り，その楡定の効力は施行後15年，即ち，昭和14年6月末日をも

つて喪失せしめられることになってみたが，これら從來の器物を圓満にメートル法の

器物に車專換ぜしむるため，それぞれ適當にこれが期日を延期することになった．


